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丹
波
黒
大
豆
加
工 

　
　

食
品
の
先
駆
け

～
有
限
会
社　

松
井
食
品
～

播
磨
町

有
限
会
社
松
井
食
品
は
、
大
正
十
年
創
業
の

大
豆
加
工
業
者
で
、
こ
だ
わ
り
の
製
法
に
よ
り

国
産
黒
大
豆
の
み
を
使
っ
た
無
添
加
の
ゆ
ば
や

納
豆
、
豆
乳
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
。

近
年
は
、
医
師
や
国
、
県
の
試
験
研
究
機
関

と
連
携
し
て
丹
波
黒
大
豆
の
機
能
性
に
着
目
し

た
食
品
の
開
発
、
製
造
に
取
り
組
み
、
丹
波
黒

大
豆
の
加
工
食
品
の
普
及
拡
大
に
先
導
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
関
連
記
事
：
四
頁
）

■県連合会Letter� ２～３頁
・地域力連携拠点連絡会議
・経営支援AD養成研修会
・県青連行政懇談会、理事会
・県女性連総会、第一回幹部講習会

■商工会Letter� ４～６頁
・あなたのまちの元気な企業（播磨町）
・築城四〇〇年祭PR事業「四〇〇キロマラソン」（篠山市）
・世界最大級の手作りバイクコース（淡路市）
・「なんちゅーうめーんだいや！豊岡丼」完成！（日高町）
・さくら広場　花まつり（家島町）
・ハマダイコンPRキャラクター「ハマちゃん」に決定（浜坂町）

▲松井社長（写真左）と松井社長の奥様（写真右） ▲巻湯葉（写真上）
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
四
月
二
十

一
日
、
神
戸
市
・
県
商
工
会
館
に
お

い
て
平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
地
域

力
連
携
拠
点
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
県
下
各
拠
点
の
商
工
会

か
ら
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
事

務
局
担
当
者
、
近
畿
経
済
産
業
局
中

小
企
業
課
の
足
立
課
長
補
佐
、
県
経

営
商
業
課
の
清
家
課
長
、
谷
口
課
長

補
佐
が
出
席
し
た
。

安
平
事
務
局
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
担
当
者
が
次
の
三
項
目
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

① 

平
成
二
十
年
度
の
事
業
実
施
報
告

と
課
題
点
に
つ
い
て

② 

平
成
二
十
一
年
度
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

③ 

拠
点
事
業
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

説
明
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経

過
や
今
後
の
効
果
的
な
事
業
の
実
施

方
法
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
の
こ
よ
み

3
日
㊌ 

 

兵
庫
県
商
工
会
職
員

協
議
会 

監
事
会
･

正
副
会
長
会
･
理
事
会

19
日
㊎　

 

兵
庫
県
商
工
会
職
員

協
議
会　

総
代
会

26
日
㊎　

第
二
回
正
副
会
長
会

　

７
月
の
こ
よ
み

10
日
㊎　

第
二
回
理
事
会

16
日
㊍
〜 

17
日
㊎

　
　
　
　

商
工
会
管
理
者
研
修
会

22
日
㊌
〜 

23
日
㊍

　
　
　
　

 

経
営
支
援
研
修
会（
専

門
コ
ー
ス
）

主な行事予定

県
商
工
会
連
合
会
は
、
四
月
三
十

日
、
福
崎
町
・
中
小
企
業
大
学
校
関

西
校
に
お
い
て
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
会
を
開
催
し
、
県
下

商
工
会
か
ら
五
十
名
が
出
席
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
応

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
力
し
、

事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
と
事
業
運
営
上
の
問
題
解
決
能

力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
。今
年
度
は
、全
三
回
実
施
し
、

そ
の
う
ち
一
回
は
宿
泊
を
伴
う
二
日

間
コ
ー
ス
。
全
研
修
を
受
講
し
た
職

員
に
は
、
修
了
書
を
交
付
す
る
。

当
日
は
、
岡
田
専
務
理
事
の
開
会

挨
拶
の
後
、
細
川
事
業
部
長
が
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
の
事
務
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
、
引
き
続
き
、
穴
田
統

括
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
の
目
的
及
び
経

営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
岡
山
県
商
工
会
連

合
会
の
職
員
で
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
吉
野
氏
と
石
井
氏
二
名
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の

実
施
体
制
や
平
成
二
十
年
度
の
模
範

的
事
例
の
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
上
山
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
よ
り
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
に

お
け
る
、
め
ざ
す
べ
き
支
援
の
あ
り

方
及
び
関
連
中
小
企
業
施
策
の
活
用

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
全
て
の
説
明

終
了
後
に
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
第
一
回
目
の
研
修
会
を
終

了
し
た
。

～ドライブのお供に～

「道の駅 in 兵庫」
この度、県商工会連合会では、道の駅

等における、商工会地域の特産品や地元
産直品の取り扱い状況等を調査し、地域
資源活用の意識啓発と新たな販路開拓の
方策を探るための広報ツールとして、道
の駅等ガイドブック「道の駅in 兵庫」を
一万部発行した。
このガイドブックは、地域の特産品を

広くPRするため、道の駅や商工会等の関
係者に配布する。

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
推
進
に
む
け
て

～
地
域
力
連
携
拠
点
連
絡
会
議
～

▲経済産業局、県の担当者と意見を交わした

職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

～
経
営
支
援
Ａ
Ｄ
養
成
研
修
会
～

▲�中小企業施策の活用について説明する上山
チーフアドバイザー
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
森
本

匡
俊
会
長
）
は
、
四
月
十
四
日
に
神

戸
市
・
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

井
戸
知
事
や
齋
藤
副
知
事
の
出
席
を

得
て「
行
政
懇
談
会
」を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
県
青
連
役
員
と
二
十
一

年
度
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
予
定
者

の
十
三
名
が
、
各
自
の
事
業
所
の
状

況
や
各
地
区
青
年
部
の
現
状
、
青
年

部
事
業
及
び
直
面
し
て
い
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

懇
談
の
中
で
齋
藤
副
知
事
は
「
青

年
部
も
女
性
部
も
、
元
気
で
発
想
が

豊
か
で
あ
る
。
ど
し
ど
し
ア
イ
デ
ア

を
ぶ
つ
け
、
役
所
を
上
手
に
使
い
経

営
に
結
び
付
け
て
ほ
し
い
。
県
は
地

域
が
元
気
に
な
る
支
援
を
行
う
」
と

力
強
い
発
言
が
あ
り
、
懇
談
会
は
盛

会
に
終
了
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
県
青
連
理
事
会

を
開
催
し
、
二
十
一
年
度
通
常
総
会

へ
の
提
出
議
案
な
ど
を
審
議
し
た
。

個人住民税は、県民税と市町民
税をあわせて市町が課税し、徴収
する税です。給与所得者について
は、給与から特別徴収され、それ
以外の方は、市町から送付される
納税通知書により、原則として年
４回に分けて納めていただきます。
給与所得者以外の方の第 1 期分
の納期限は 6月30日（火）（市町によ
り納期限が異なる場合がありま
す。）ですので、最寄りの銀行等の
金融機関で納めましょう。

兵 庫 県・市 町

個人住民税の納税について
来る平成21年 6 月19日（金）に行われます、職員協議会総代

会にて、登山家として名高い田辺�治氏にご講演いただきま
す。是非ご参加ください！

テーマ…「ヒマラヤへの挑戦」
日 時…平成21年 6 月19日（金）13時～1４時
場 所…ホテル北野プラザ六甲荘　レモンバーム

田辺 治氏　経歴
日本山岳ガイド連盟認定登攀ガイド、たなべおさむ登山塾

塾長、モンチュラ・トレゼッタアドバイザー
信州大学学士山岳会理事、日本ヒマラヤ協会（HAJ）理事、

東海山岳会副会長、日本山岳会東海支部海外
登山委員長

【問い合わせ先】
兵庫県商工会連合会指導課　TEL�0７₈-3７1-1361（直通）

田辺 治氏　講演のご案内

～
活
発
な
意
見
交
換
を
実
施
～

県
青
連
行
政
懇
談
会
、
理
事
会

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸

子
会
長
）は
、四
月
二
十
七
日
、シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸
に
お

い
て
第
四
十
二
回
通
常
総
会
を
開

催
。
提
出
さ
れ
た
四
議
案
は
全
て
原

案
通
り
可
決
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
行
会
長
が
再
任

さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
、
県
下
統
一
事
業
「
が
ん
ば
っ
て

ま
す
、
ひ
ょ
う
ご
女
組
」
を
引
き
続

き
推
進
し
、
女
性
部
の
連
携
強
化
と

地
域
の
魅
力
発
信
等
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
日
は
総
会
に
先
立
ち
、

第
一
回
幹
部
講
習
会
を
開
催
し
、
県

内
七
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
主
張

発
表
大
会
が
行
わ
れ
た
。
最
優
秀
賞

は
多
可
町
商
工
会
女
性
部
・
足
立
美

和
子
氏
「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て

～
小
さ
な
調
理
室
の
も
の
が
た
り

～
」、
優
秀
賞
は
浜
坂
町
商
工
会
女

性
部
・
米
田
雅
代
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
。

足
立
氏
は
、
県
の
代
表
と
し
て
八

月
二
十
五
日
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ

れ
る
近
畿
大
会
に
出
場
す
る
。

～
女
性
部
活
動
を
活
き
活
き
と
発
表
～

県
女
性
連
総
会
、
第
一
回
幹
部
講
習
会

▲井戸知事の話に耳を傾ける県青連役員▲最優秀賞に選ばれた多可町・足立氏（写真右）
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先
を
見
据
え
た
方
針
転
換

も
と
も
と
豆
腐
製
造
業
で
あ
っ
た

同
社
を
松
井
氏
が
継
い
だ
一
九
七
〇

年
代
、
ス
ー
パ
ー
等
の
量
販
店
は
右

肩
上
が
り
で
成
長
し
、「
ス
ー
パ
ー

に
卸
す
豆
腐
を
作
る
と
儲
か
る
」、

そ
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
豆
腐
を
作
っ
て
ス
ー

パ
ー
に
卸
す
だ
け
で
生
き
残
れ
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
同
氏
は
、
豆
腐
を

作
り
な
が
ら
、「
新
た
に
お
い
し
く

て
か
つ
良
質
で
あ
り
体
に
い
い
も
の

を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

ゆ
ば
の
開
発
に
着
手
し
た
。
当
初
、

三
年
く
ら
い
は
全
く
売
れ
な
か
っ
た

が
、
原
料
の
吟
味
、
炊
き
方
等
を
経

営
上
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
工
夫
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
徐
々
に
売
上
が
伸

び
て
い
っ
た
。

ま
た
、
同
社
の
特
徴
は
、
丹
波
黒

大
豆
を
使
っ
た
豊
富
な
商
品
で
あ

り
、
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
黒
豆
煮

汁
は
、
も
と
も
と
黒
豆
ゆ
ば
の
開
発

過
程
で
出
た
大
量
の
種
皮
の
有
効
活

用
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
残
っ
た
種
皮
を
冷
凍

し
て
天
日
干
し
、
乾
燥
種
皮
を
県
の

研
究
試
験
所
に
持
ち
込
み
、
二
年
間

に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
丹
波
黒
大
豆
の
乾
燥
種

皮
は
、
血
圧
を
下
げ
、
血
糖
値
を
正

常
に
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
野
崎

医
師
の
臨
床
実
験
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。そ

の
後
、
県
の
農
林
水
産
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
松
山
先
生
、
国
の
食
品

総
合
研
究
所
菊
池
先
生
の
協
力
を
得

て
研
究
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
黒
豆

煮
汁
を
飲
む
前
と
飲
ん
だ
後
を
比
べ

る
と
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
こ
と

を
実
証
し
た
。

さ
ら
に
数
年
か
け
て
黒
豆
豆
乳
、

黒
豆
ゆ
ば
、
黒
豆
エ
ダ
マ
メ
ゆ
ば
包

み
等
の
製
品
を
開
発
し
た
。

黒
豆
に
目
を
つ
け
た
き
っ
か
け

社
団
法
人
兵
庫
県
食
品
産
業
協
会

の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
川
先
生

に
い
た
だ
い
た
早
生
黒
を
原
料
に
豆

腐
を
作
っ
て
み
た
の
が
き
っ
か
け
で

あ
る
。

黒
豆
煮
汁
も
最
初
は
無
償
提
供
で

あ
っ
た
が
、
口
コ
ミ
や
近
所
の
商
売

仲
間
か
ら
「
作
っ
て
く
れ
」
と
い
う

要
望
が
あ
り
商
品
化
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
良
質
で
体
に
い
い
も

の
を
提
供
し
た
い
と
い
う
信
念
の
も

と
、
ゆ
ば
・
黒
豆
等
を
取
り
入
れ
て

個
性
を
出
し
た
商
品
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
同
氏
。

現
在
は
、
県
の
特
産
に
こ
だ
わ
っ

た
丹
波
の
山
芋
と
黒
豆
の
み
を
使
っ

た
新
商
品
を
展
開
し
て
い
る
。

社
会
貢
献
活
動

同
氏
は
、
商
品
づ
く
り
も
人
と
の

繋
が
り
と
通
じ
る
部
分
が
あ
り
、
人

と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者

へ
の
思
い
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
忙
し

い
商
売
の
傍
ら
、
食
育
に
賛
同
し
て

学
校
等
で
豆
腐
作
り
の
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ル
ウ
ィ
ー
ク
で

中
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た

り
、
公
判
・
審
理
中
の
少
年
を
委
嘱

補
導
と
し
て
事
業
所
に
受
け
入
れ
、

社
会
で
適
応
し
て
い
く
た
め
の
一
助

を
担
っ
て
い
る
。

「
商
工
会
、
町
、
県
や
今
ま
で
関

わ
っ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
今
の
松

井
食
品
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
本
業

を
通
じ
て
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
地
域
へ
の
恩

返
し
」
と
同
氏
は
語
っ
て
い
る
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

研
修
会
の
開
催
や
申
告
指
導
等

様
々
な
経
営
に
関
す
る
情
報
の
提
供

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
資
金
繰
り
相

談
を
し
た
時
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
融
資

が
実
行
さ
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
よ
う
な

企
業
に
と
っ
て
本
当
に
助
か
る
。

ま
た
、
商
工
会
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
知
り
合
え
た
人
た

ち
と
親
睦
を
深
め
、
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
で
き
る
。
こ
れ
は
、
商
工
会
に

加
入
し
て
い
な
い
と
得
ら
れ
な
い
経

験
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な

環
境
を
作
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
存
在

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑨

有
限
会
社
松
井
食
品

〜
播
磨
町
〜

企業概要
①企業名　有限会社　松井食品
②代表者名　松井�昭雄
③住所　兵庫県加古郡播磨町二子620⊖1
④電話　0７₈⊖9４2⊖1305
　FAX　0７₈⊖9４3⊖1４４₈
⑤メール　info@tanbakuromame.com
⑥資本金　300万円
⑦創業年　大正10年
⑧従業員　 9名
⑨商工会員歴　39年

▲木の温もりを感じる店舗内装

▲黒豆の種皮から生み出された黒豆煮汁

▲豆乳（白）、豆乳（黒）も発売中
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築
城
四
〇
〇
年
祭
Ｐ
Ｒ
事
業

「
四
〇
〇
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
」

～
篠
山
市
商
工
会
青
年
部
～

四
月
四
日
に
開
幕
し
た
丹
波
篠
山

築
城
四
〇
〇
年
祭
に
先
駆
け
、
篠
山

市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
築
城
四
〇

〇
年
に
ち
な
ん
で
応
援
Ｐ
Ｒ
企
画
と

題
し
た
「
四
〇
〇
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
」

を
企
画
し
、
三
月
七
日
に
篠
山
城
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
近
畿
の
二
府
四
県
の

県
庁
・
府
庁
に
加
え
篠
山
城
に
ゆ
か

り
の
深
い
岸
和
田
城
・
亀
岡
城
を
巡

り
、
各
県
庁
・
府
庁
で
は
、
歓
迎
の

セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
さ
れ
た
。　　

三
月
十
九
日
に
は
兵
庫
県
庁
に
到

着
し
、
井
戸
知
事
ら
の
出
迎
え
を
受

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

びわ湖環境ビジネスメッセ2009
出展のご案内

　滋賀県で�998年から毎年開催している国内最大級
の環境産業見本市。是非ご出展ください。

開催期日：2009年10月21日（水）～23日（金）
主　　催：滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会
申込締切：2009年 6 月15日（月）
詳しくは、http://www.pref.shiga.jp/event/messe/

し
た
も
の
を
考
案
し
て
『
地
域
活
性

化
、
一
市
五
町
融
和
』
の
一
助
に
と

の
思
い
か
ら
、
旧
市
町
に
開
催
地
の

神
鍋
高
原
を
加
え
た
計
七
カ
所
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
地
域
食
材
を
一
つ
ず
つ

厳
選
し
た
。

食
材
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の

栽
培
米
（
豊
岡
）
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
身

（
城
崎
）
ソ
バ
の
実
（
出
石
）
刺
し

身
こ
ん
に
ゃ
く
（
竹
野
）
ニ
ジ
マ
ス

（
日
高
）
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
（
神
鍋

高
原
）
地
卵
（
但
東
）。
地
元
生
産

者
の
協
力
を
得
て
特
産
食
材
を
調
達

し
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
た
。

「
神
鍋
冬
ま
つ
り
」
で
は
マ
ス
コ

ミ
取
材
の
効
果
も
あ
り
、
四
十
五
分

で
完
売
。
以
後
は
神
鍋
高
原
の
と
あ

る
飲
食
店
で
食
す
る
こ
と
が
で
き

る
。お

問
い
合
わ
せ
は
日
高
町
商
工
会

　

０
７
９
６

－

４
２

－

１
２
５
１

け
、
同
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ま
る
い

の
」と「
は
ば
タ
ン
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
実
現
し
た
。

三
月
二
十
日
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
篠

山
城
で
は
多
く
の
出
迎
え
が
あ
り
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
や
沿
道
か
ら
頂
い

た
多
く
の
激
励
は
、
青
年
部
員
の
力

と
な
っ
た
。
今
後
も
「
丹
波
篠
山
築

城
四
〇
〇
年
祭
」
を
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
現
状
を
打
開
す
る

契
機
と
位
置
づ
け
、
地
域
振
興
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
世
界
最
大
級
の
手
作
り

バ
イ
ク
コ
ー
ス
」

～
淡
路
市
商
工
会
青
年
部
～

淡
路
市
商
工
会
青
年
部
は
、
大
阪

湾
を
見
下
ろ
す
淡
路
市
内
の
高
台

に
、
世
界
最
大
級
と
な
る
一
周
二
〇

キ
ロ
の
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
コ
ー
ス

を
完
成
さ
せ
た
。

南
北
一
・
七
キ
ロ
、
東
西
〇
・
九

キ
ロ
の
敷
地
は
、
甲
子
園
球
場
約
四

十
個
分
の
ス
ケ
ー
ル
で
、
関
西
国
際

空
港
島
の
埋
め
立
て
用
土
砂
の
採
取

場
跡
地
。
最
長
約
四
百
メ
ー
ト
ル
の

直
線
や
約
二
百
か
所
の
カ
ー
ブ
、
高

低
差
三
十
五
メ
ー
ト
ル
の
上
り
下
り

な
ど
、
約
七
十
人
が
四
か
月
が
か
り

で
木
や
草
を
刈
っ
て
仕
上
げ
た
。

三
月
二
十
二
日
に
は
「
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」
の
全
日

本
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
七

百
台
、
約
二
千
人
が
レ
ー
ス
に
参
加

し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

関
係
者
は
地
域
の
た
め
に
行
動
を
起

こ
し
、
島
外
の
方
に
淡
路
市
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
観
光
人

口
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
の
足
が

か
り
と
な
り
た
い
と
し
て
い
る
。

「
な
ん
ち
ゅ
ー
う
め
ー
ん
だ
い
や�

（
こ
れ
は
何
と
美
味
し
い
の
だ
）！�

豊
岡
丼
」

完
成
！

～
日
高
町
商
工
会
青
年
部
～

日
高
町
商
工
会
青
年
部
は
、
行
政

合
併
前
の
旧
一
市
五
町
の
名
物
を
盛

り
つ
け
た
「
豊
岡
丼
」
を
考
案
。
新

市
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
よ
う
に
と
、

地
元
日
高
町
の
神
鍋
高
原
で
昨
年
度

開
催
さ
れ
た
「
神
鍋
冬
ま
つ
り
」
で

デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
。

五
町
商
工
会
の
合
併
と
い
う
転
機

に
際
し
、
一
市
五
町
を
モ
チ
ー
フ
に

▲

酒
井
篠
山
市
長
（
写
真
中
央
）、
井
戸

知
事
（
写
真
中
央
右
）、
畑
会
長
（
写
真

中
央
左
）

▲�地元厳選食材で作った「豊岡丼」

▲全日本選手権大会の様子
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622 平成2�年５月20日

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

家
島
町
商
工
会
（
上
西
健
一
郎
会

長
）
で
は
、
四
月
十
一
日
（
土
）、

姫
路
市
家
島
町
真
浦
の
「
さ
く
ら
広

場
」
に
於
い
て
、
満
開
の
桜
を
め
で

る
「
花
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

「
さ
く
ら
広
場
」
は
会
員
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
七

年
前
か
ら
散
歩
道
周
辺
の
丘
陵
地
を

開
墾
し
、
毎
年
桜
の
木
を
植
樹
し
な

が
ら
徐
々
に
公
園
化
し
た
も
の
で
、

今
で
は
地
域
の
人
々
に
散
歩
途
中
の

休
憩
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
七
〇

〇
人
を
超
す
家
族
連
れ
が
、
家
島
中

学
の
生
徒
に
よ
る
太
鼓
演
奏
等
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
自
然
の
竹
を
使
っ
た
昔
の
お

も
ち
ゃ
作
り
教
室
、
模
擬
店
等
を
楽

し
ん
だ
。

主
催
者
の
一
人
は
、「
今
後
も
楽
し

み
な
が
ら
園
の
手
入
れ
を
続
け
、
地

域
の
人
と
喜
び
、
楽
し
み
を
共
に
分

か
ち
合
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

満
開
の
桜
の
下
で
…

さ
く
ら
広
場　

花
ま
つ
り

～
家
島
町
商
工
会
～

浜
坂
町
商
工
会（
守
山
康
博
会
長
）

は
、「
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
花
が
咲
き

ほ
こ
る
ま
ち
」
を
合
言
葉
に
、「
ハ

マ
ダ
イ
コ
ン
」
の
特
産
品
化
と
景
観

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
度
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
更
な

る
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
を
行

い
、
全
国
か
ら
百
二
十
四
作
品
が
寄

せ
ら
れ
た
。

選
考
の
結
果
、
温
泉
マ
ー
ク
の

入
っ
た
法
被
姿
で
右
手
に
の
ぼ
り
を

持
ち
、
左
手
の
指
を
立
て
た
元
気
な

姿
の
「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
」
が
、
親
し
み

や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
点
で
評
価
さ
れ

採
用
と
な
っ
た
。

今
後
、「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
」
に
は
ハ

マ
ダ
イ
コ
ン
の
Ｐ
Ｒ
促
進
と
浜
坂
町

の
新
し
い
顔
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ハ
マ
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

～
浜
坂
町
商
工
会
～

▲�PRキャラクターの
「ハマちゃん」

マル経融資制度をご利用ください！
～経済産業省・中小企業庁～

マル経融資制度が大幅に拡充されました。平成21年 ４ 月15日から受け付け開始です！

マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象 常時使用する従業員が� 商業・サービス業： 5人以下
製造業・その他：20人以下

�の事業者

融 資 額 1,500万円以内  �これまでは、1,000万円以内

返済期間
運転資金 ７年以内（据置 1年以内）　　　　　運転 5年以内（据置 6ヶ月以内）
設備資金10年以内（据置 2年以内）　　　　　設備 ７年以内（据置 6ヶ月以内）
　　　　　　　　　＊元金返済据置期間は、ご希望の期間に設定できます。

融資利率 年2.10％　（平成21年 ４ 月15日現在）
融資機関 日本政策金融公庫

【お問い合わせ先】中小企業庁小規模企業政策室　TEL　03-3501-1511（内線5313）

▲家島中学生徒による勇壮な太鼓のリズム
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